令和8年3月
東京都フェンシング協会
会長　中村 立雄
第27回東日本少年個人フェンシング大会

兼　第57回東京都少年フェンシング個人選手権大会開催要項
1．主催
東京都フェンシング協会

2．後援
公益社団法人　日本フェンシング協会　世田谷区
3．協力
(公社)東京都理学療法士協会　　　
4．月　　　日
令和8年5月2日（土）・3日（日）・4日（月・祝）5日（火・祝）
5．会場
駒沢オリンピック公園屋内球技場
6．開場時間
2日は午前11時30分コール開始、最終コール12時15分
3日から5日は午前8時30分開場　最終コール午前9時15分
7．種目
5月２日（土）
中学生の部…男子サーブル・女子サーブル
　　　　　　　　　　　　　　　 小学生4、5、6年の部…男子サーブル・女子サーブル

5月3日（日）
中学生の部…男子フルーレ・女子エペ
　　　　　　　　　　　　　　 　小学生4、5、6年男子エペ・女子エペ

5月4日（月）
中学生の部…女子フルーレ、男子エペ
小学生5、6年の部…女子フルーレ
　　　　　　　　5月5日(火)　　小学生5、6年の部…男子フルーレ
小学生3、4年男子フルーレ・小学３、4年女子フルーレ
各種目1回戦プール戦、2回戦～決勝トーナメント方式
　　　　　　　　※2026年度より小学サーブル、エペは4、5、6年の部とする。
　　　　　　　　　　　　　　　 フルーレ種目は5、６年の部、3、4年の部とする。

小学3年生はフルーレ種目。
8．日程表
	月　日
	時　　間
	開場・最終コール

	5月2日（土）
	11：30～12：15
　コール受付
13：00試合開始～終了まで
	開場　選手受付（コール）
最終コール12：15　練習終了12：40
中学生の部　男子サーブル・女子サーブル
小学生3、4、5の部　男子サーブル・女子サーブル各種目決勝まで

	5月3日（土）
	 8：30～9：20

コール受付
	開場　選手受付（コール）
最終コール9：20　練習終了9：40

	
	10：00試合開始～終了まで
	中学生の部男子フルーレ・女子エペ
小学生4、5、6年の部男子エペ・女子エペ各種目決勝まで

	5月4日（日）
	 8：30～9：20
コール受付
	開場　選手受付（コール）
最終コール9：20　練習終了9：40

	
	10：00試合開始～終了まで
	中学生の部女子フルーレ、男子エペ
小学生5、6年の部女子フルーレ
各種目決勝まで

	5月５日（月）
	 8：30～9：20
コール受付
	開場　選手受付（コール）
最終コール9：20　練習終了9：40

	
	10：00試合開始～終了まで
	小学生5、6年の部男子フルーレ
小学生3、4年の部男子フルーレ・女子フルーレ各種目、決勝まで


※試合開始10分前までに選手は該当するピストに入り、審判員の装具・武器等のチェックを受けること（FIEルール）※最終コール以降の受付は認めない
9．競技規則
FIE競技規則第1編第4章　選手の用具（武器－用具－衣服）　
「選手の責務ｔ20-1　選手は、自己の責任のもとに、又、危険を覚悟で武器、用具、衣服を着けてフェンシングを行う。」の競技規則および、選手は自分が加害者または被害者となるあらゆる事故に対して、責任を持たなければならない事を十分に理解して試合に挑むこと。
ルール・審判委員会
2018年9月6日付け「胸部保護具他に関する規則適用について」に準ずる。
2019年9月10日「電気サーブル用グローブに関する規定ついて」に準ずる。
2023年1月20日付け「対戦無意欲（ノン・コンバティビテ）の適用について」は適用しない。
2024年01月22日付け FIE用具規定(ｍ)の変更に伴う 大会の適用について(改訂)に準ずる。
「2024年度全国小学生大会・全国中学生大会の用具規定」を適用する。
	・350Ｎマスクも使用可。二重ベルト付きマスクを着用する。二重ベルト無しは使用できない。
フルーレはメタルビブ付きマスクを着用する。
　・FIE公認マーク付き800N胸当てを着用する。
　・350N以上のユニフォームを着用する。
　・5号剣以下を使用すること。３・４年は⒊号剣以下を使用する。
ブレードはFIE公認でなくても使用できる。
　・ボディーコードは透明プラグのものを使用する。
　・エペ剣ソケットはワイヤーの通り道が２穴となっているものを使用する。
　・サーブルグローブは新ルールグローブまたはグローブ＋カフを着用する。
※中学生では女子は全種目プラスチック製チェストプロテクターの着用を義務化する。 

男子は全種目でチェストプロテクターの着用は任意とする。 なお、男女ともにフルーレでプラスチック製チェストプロテクターを着用する際は併せてソフ トカバーを併用すること。 
※小学生では女子は全種目プラスチック製チェストプロテクターを着用する。 

フルーレではソフトカバー着用を推奨する。 

男子は全種目でチェストプロテクターは任意とするが、フルーレではソフトカバー着用を推 奨する。 

ユニフォーム、ジャケットとズボンの留め具（代表的にジッパー）は、選手の武器を持つ腕 の方向に（右利きは右から左へ・左利きは左から右へ）留め具を覆うために縫付けたフラップで保護されていなければならない。


　　＜全国小学生大会＞について（東日本少年大会も準用する）
	2023年1月20日付け「対戦無意欲（ノン・コンバティビテ）の適用について」は適用しない。

・350Ｎマスクも使用可。二重ベルト付きマスクを着用する。二重ベルト無しは使用できない。
フルーレはメタルビブ付きマスクを着用する。
　・FIE公認マーク付き800N胸当てを着用する。
　・350N以上のユニフォームを着用する。
　・5号剣以下を使用すること。３・４年は⒊号剣以下を使用する。
ブレードはFIE公認でなくても使用できる。
　・ボディーコードは透明プラグのものを使用する。
　・エペ剣ソケットはワイヤーの通り道が２穴でなくても使用できる。
　・サーブルグローブは新ルールグローブまたはグローブ＋カフを着用する。
※全種目プラスチック製チェストプロテクターを使用できる。
　女子フルーレはソフトカバー着用を推奨する。　
男子は全種目でチェストプロテクターは任意とするが、フルーレではソフトカバー着用を推奨する。

・ユニフォーム、ジャケットとズボンの留め具（代表的にジッパー）は、選手の武器を持つ腕の方向に（右利きは右から左へ・左利きは左から右へ）留め具を覆うために縫付けたフラップで保護されていなければならない。


FIE競技規則第1編第4章　選手の用具（武器－用具－衣服）　
「選手の責務ｔ20-1　選手は、自己の責任のもとに、又、危険を覚悟で武器、用具、衣服を着
けてフェンシングを行う。」の競技規則および、選手は自分が加害者または被害者となるあら
ゆる事故に対して、責任を持たなければならない事を十分に理解して試合に挑むこと。
ルール・審判委員会
2018年9月6日付け「胸部保護具他に関する規則適用について」に準ずる。
2019年9月10日「電気サーブル用グローブに関する規定ついて」に準ずる。
2023年1月20日付け「対戦無意欲（ノン・コンバティビテ）の適用について」は適用しない。
2024年01月22日付け FIE用具規定(ｍ)の変更に伴う 大会の適用について(改訂)に準ずる。
2024年3月1日付ミニム委員会「2024年度全小中大会用具規定について」を準用する。（以下、下記をご参照ください）2026年4月ミニム委員会より規定変更が掲載されれば、最新を適用する。2010年6月13日付「競技における事故防止・安全管理について」を適用
※Pブラックカードの付与について ⅰ) 両方の選手が同点の場合、主審は当該競技会開始時点で国内ランキングに基づいて、設定されたシード順が低い選手にPブラックカードを与え、シード順が高い選手がその対戦に 勝利する。ランキングのない選手同士の場合は、抽選の結果により該当選手にPブラックカ ードを与える。
東日本少年大会ではプール戦終了時点のランキングに基づくものとする。

 ⅱ) 両方の選手が同点ではない場合、主審は得点が低い方の選手にPブラックカードを与え、 得点の高い方の選手がその対戦に勝利する。 ※2025 年12月22日付競技規則変更を適用する。 FIE 競技規則 (t.124)
2025年12月22日付けFIE 競技規則 (t.124)の変更に伴う⼤会への適⽤について(改訂)　を適用する。
■半袖プロテクター

〇小学生 ・FIE 公認マーク付き（800N）

〇中学生 ・FIE 公認マーク付き（800N）

■ユニフォーム（上下）

〇小学生 ・350N 以上または FIE 公認マーク付き（800N）

〇中学生 ・350N 以上または FIE 公認マーク付き（800N）

■チェストプロテクターについて

 〇小学生 ・女子フルーレ・エペ・サーブル：プラスチック製チェストプロテク
ターを着用

 ・女子フルーレ・男子フルーレ ：ソフトカバー着用を推奨

〇中学生 ・女子フルーレ・エペ・サーブル：プラスチック製チェストプロテク
ターを着用

 ・女子フルーレ ：ソフトカバー付きチェストプロテクターを着用

 ・男子フルーレ ：任意着用可（ただしソフトカバー付き）

 ・男子エペ・サーブル ：任意着用可

 ※チェストプロテクターとソフトカバーは同一のメーカー・同一のサイズで
あること。

■マスク 

〇小学生、中学生・350N 以上または FIE 公認マーク付き（1600N） ※二重ベルト・フルーレ：メタルビブ付き

 ※メタルビブは同一メーカー・同一サイズであること。

■サーブルグローブ

〇小学生 ・カフ付きグローブ FIE 公認マーク付き（800N）

または カフ無しグローブ＋電気サーブル用カフ

〇中学生 ・カフ付きグローブ FIE 公認マーク付き（800N）

または カフ無しグローブ FIE 公認マーク付き（800N）＋電気サーブル用カフ

■ボディコード

〇小学生、中学生 ・透明プラグを使用：FIE ルール

■エペ剣ソケット

〇小学生 、中学生・ワイヤーの通り道が２穴を使用：FIEルール
■ブレード

〇小学生、中学生・FIE 公認でなくても使用可

※フルーレ小学生3、 4 年： 3 号剣以下を使用
ゼッケンを図のように作成し、各自後ろ足膝の上、外側に必ずつけること。
※ ユニフォームには縫い付けた記章以外、付けることは出来ない。
（マジックテープ貼り付け 腕章等、足も同様に着用不可。）
姓を男子は黒字、女子は赤字でピスト係が判別できるように記入し、同一校、クラ
ブに同姓の選手がいる場合は識別できるまで名をつける。付けていない場合はイエ
ローカードを付加する。
ゼッケン　　　　　姓　　名　
学校又はクラブ名
10.帯同
中学生は当日の種目ごとに所属先選手1名～3名に付きコーチ、または監督1名の帯同、選手4～10名では3名迄、コーチまたは監督の帯同を認める。小学生は選手1名に付きコーチまたは監督1名の帯同を認める。日にちをまたいで参加選手の総数でコーチを増やすことは出来ません。
　　　　　　　　保護者の方々は観客席に入場できます。

コーチ、監督は大会前に登録をお願いします。体育館入口にて入館時、リストバンドを渡します。事前登録は「コーチ・監督用」登録Googleフォームにて入力し、4月20日までに送信をお願い致します。
※追記：コーチ、監督は大学生以上となります。選手のコーチ兼任は出来ません。
※第27回東日本少年大会監督・コーチ申請書 - Google フォーム
　コーチ・監督以外はアリーナへの入場は出来ません。
11.武器検査
審判員がピスト上で行います。
12.試合方法
1回戦プール戦、2回戦からエリミナシオン・ディレクト方式戦
中学生は「10本勝負で、3分間×2セット」
準々決勝より15本勝負「3分間×3セット」
（但しサーブル種目はエリミナシオン・ディレクトから15本勝負）
小学5、6年は10本勝負「3分間×2セット」
小学3、4年は8本勝負「3分間×2セット」
※各日試合開始前、ルール等の説明を行います。
参加人数により技術委員会で決定し、当日発表する。
５位から８位で１回戦のスコアが同率の場合、準々決勝スコア（突き数－被突き数）が多い方を上位とする。同じ場合はＥＤ１６の突き数、ＥＤ３２の突き数、ＥＤ６４の突き数から被突き数までで多い方を上位とする。3位決定戦は行わない。1回戦プール戦ではコーチ、監督はベンチに入ることが出来ません。
13.参加資格
令和8年度日本フェンシング協会に登録済の者。（4月16日までに登録をお願い致します。）未登録者は出場出来ません。参加対象地域は４７都道府県とする。
※中学生、小学4、5、6年生ともにフルーレ及びエペまたはサーブルいずれか2種目の参加を認める。サーブル、エペ種目は4、5、6年の部とする。
３年生はフルーレ種目の参加とする。
※申し込み責任者は、必ず学校及び保護者の参加許可を得た上、引率責任者を指定してください。
14.参加費
1種目7,０００円（傷害保険料を含む。）

15.申込方法
東京都フェンシング協会Webサイトhttp//escrime.jp/より大会Webエントリーシートに必要事項を入力し、申し込むこと。
参加費は銀行振込みにて申込受付開始日4月6日（月）～締切り日4月16日（木）までに参加申込団体名義で申し込むこと。締切り後の申込みは認めない。
銀行口座 :みずほ銀行高田馬場支店、普通預金２８９８５１５
口座名義 トウキョウトフェンシングキョウカイ
入金が確認出来ない場合は大会に出場出来ないことをご承知おきください。
WEB参加申込後、出場を辞退する場合は、当該出場種目開始日の24時間前までに、東
京都フェンシング協会事務局ｔｏｋｙｏｔｏｆｅｎｃｉｎｇ＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐへメールにて申し出ること。申し込み後、大会不参加の場合でも、大会参加費は支払うことをご承知おきください。
※エントリー申し込みでは主催者側の判断により中止の場合、出場費は後日、手数
料（千円）を引いた金額を返金する。
16.表彰
各種目　優勝～第３位に賞状・メダルを贈る。5位～8位までは賞状を贈る。
17.宿泊
大会参加選手の宿泊は、各自で手配するものとする。
18.昼食
大会参加選手は各自でご用意ください。各自で出したごみは必ず持ち帰ること
19.入場者
(1）選手・コーチ・監督以外はアリーナには入場できません。
(2）参加日当日 37.5 度以上の発熱がある選手・コーチ・監督・観客は入場出来ません。
＊この大会のベスト8は全国中学生選手権大会・全国小学生選手権大会の出場権を得る。
＊この大会は全国中学生選手権大会、全国小学生選手権大会の東京都予選会（全種目）を兼ねる。
各種目について中学生は令和8年5月31日まで、小学生は令和8年6月30日までに

日本フェンシング協会登録した各支部選手数の30％に参加資格を付与する。（予定）
※　出場クラブ責任者の皆様、保護者の方々におかれましては出場される所属選手につきまして、事前に健康状況に留意して頂きますようお願い致します。
大会当日37.5度以上の発熱が感知された場合、会場には入れず、退出をお願いすることもございます。エントリー時、上記についてご承諾頂き、同意の上、申し込みをお願い致します。
ご協力頂きますよう、よろしくお願い致します。
※　会場内での怪我等、緊急を要する事態が発生した場合、各機関への連絡等は主催者、屋内球技
場事務関係者が対応致します。（個別に救急車要請等は行わないようにお願い致します。）
　　　※2026年度も選手同士の接触等による脳震盪の事例が増えております。事前に下記のツールをご参照ください。脳振盪後復帰プログラム　YouTube
